に はかに 思 ひ 立って 伊香保まで 出掛けた。 日頃 わた 

し は 避暑の 旅に 出た こ ともなく、 夏 は 殆んど 東京の 町 

中に 募して ゐ るが、 その か はり 春蚕、 秋蚕の 後の 骨 休 

め を 心掛ける 農家の 人達の やうに、 自分の 仕事の 合間 

を 見て はちよ いく 小さな 旅に 出掛ける。 わたしの 足 

はよ く湘南 地方へ 向く。 湯 河原 あたりへ はよ く 二三 日 

の 保養に 出掛けて、 あの 温泉 地で 長い 仕事の 疲れ を 忘 

れて 来る。 これ は 僅かの 時間で 気軽に 行き 得る ためで 

も ある。 ことしの 六月、 入梅の 頃 は、 すこし 山の 方へ 

向き を 変へ た。 それに わたしに 取って は 伊香保 は 初め 

て、 V もあった。 



月 君から 贈られた 伊香保 日記 を 旅の 鞠の 中に 入れて 行 

つた。 それ は 同 君が 鎌 倉での 日記と 一緒に 合 巻と して 

ある もので、 かねて 非売品と して 知人の 間に 分けられ 

た ほどの 心づ くしの 冊子で あるが、 自分に も 贈って 貰 

つた 時から 最早 五 年の 月日が たち、 長い こと 読み返し 

て 見る 折 もな く 本箱の 中に しまって 置いて あった もの 

だ。 さすがに 朝夕 を おろそか にしない 人の 心を籠めて 

書いた もの は、 何年た つて 開いて 見ても 好い。 土 を 踏 

まない こと 五十 日、 とその 日記の 最初に 出て ゐる 病後 

らしい 消息の 記事が 先づ 身にしみた。 家 を 出る にも 

そ、 V ろに 足が 行きな やんで、 たちまち 眼 も くるめく と 



た 老母に 留守 を 頼み、 妻 同伴で この 保養に 出掛けて 来 

た。 

その 日記の 中に、 『あんこ 別れ』 とい ふ 伊香保 言葉が 

出て ゐる。 この 温泉 地へ 通 ふ 電車 や 自動車の 便 もま だ 

なかった 昔 は、 毎年の 夏、 山 駕籠 を かつぐ 男が 湯の 客 

の 送り 迎 へに、 麓の 村々 から 集まって 来る もの も 多 か 

つたと か。 そろく 山 も 寒く、 湯の 客 も 散ず る 季節 を 

迎へ ると、 九月 十五 日と いふ 日の 晚を 期して、 仲間の 

もの 一 同が 互に 慰労の 酒 を 酌み か はす。 伊香保に と > 

まって 山 かせぎす る もの も、 山 を 降りて 思 ひ/ \ の 家 

路に 就かう とする もの も、 こぞり、 つどって、 その 一 



の 不調和 を 忘れさせ ると いふの も、 温泉の 徳 であらう _ 

旅に 来て は 口に 合 ふ 食物 もす くない。 わたしたちの 

やうに 往復 三日ぐ らゐの 予定で 来て、 山の 見える 旅館 

の 一 一階に でも 寝転んで 行けば それで 満足す る ほどの も 

の は、 知らない 土地へ 来て 何も そんなに 多く を 求める 

ではない。 でも、 何程 わたしたち はこの 短 かい 保養 を 

楽み にして やって来 たか 知れない。 せめて 自分 等の 口 

に 合 ふ 山家 料理に なりと 有りつ くこと が 出来たら ばと 

思 ふ。 いそがしく 物 を 煮て 出さなければ 成らない かう 

した 湯 宿 なぞで、 種々 な 好み も 違へば、 年齢 も 違 ふ 男 
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